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  管理№

指定管理者 庄内アソビバプロジェクト

（電話番号） （023－630－3126）

1 仕様書等に沿った管理･運営業務の履行状況

評　価 ≪評価の理由≫

A

・施設管理について、包括協定の仕様書に
基づき、適切に行われている。
・所内会議や意見交換会を定期的に実施す
ることで、指定管理者と県の連携・協力体
制をより一層強化している。
・地域ボランティア団体と良好な関係を築
き、協力を得ながら魅力ある事業を展開し
ている。
・施設の維持管理について、突発的な不具
合に対しても迅速に対処し、利用者に配慮
することができている。
・衛生管理を徹底するほか、熱中症や有害
鳥獣への対応といった近年の環境問題・社
会問題にも適切に対応し、安全安心な施設
運営に努めている。
・指定管理者のノウハウを活かした事業実
施や各種ＳＮＳを活用した広報活動のほ
か、魅力的な施設運営により、利用拡大に
尽力している。

② 管理･運営上の
課題、問題点
（改善すべきこ
と）

課題、問題点へ
の今後の対応

2 利用者からの要望等への対応

① 評　価 ≪評価の理由≫

A

・利用者の要望やアンケートの集計結果を
分析して丁寧に対応し、利用者の満足度向
上に努めている。
・適切な熱中症対策に努めている。
・施設設備等の要望について、利用者の目
線に立ち、対策を検討し、危険や不快箇所
の改善に努めている。

意見･要望等へ
の今後の対応

令和８年４月１日　～　令和13年３月31日

・施設設備の老朽化に対しては、利用者の安全確保を第一とし、引き続き、県と指定管理者で協議しながら、適切
に必要な修繕を実施していく。

指定管理者制度導入施設の管理運営検証結果【検証シート】

施設の名称

所在地

検証期間 令和７年４月１日　～　令和８年３月31日

山形県金峰少年自然の家（海浜自然の家含む）

金峰少年自然の家：鶴岡市高坂字杉ヶ沢54－1
海浜自然の家：飽海郡遊佐町菅里字菅野299

県担当課 教育局生涯教育・学習振興課

管理･運営業務
の履行状況

指定管理者による自己検証 県(施設所管課)による評価･検証検証項目

・施設及び設備の老朽化が進んでおり、指定管理者側の応急
的な小修繕では対応しきれなくなっています。
・近年、世界的な気候変動による気温の上昇で事業者には従
事者への熱中症対策が義務付けらています。一方、施設利用
者にとって宿泊時の熱帯夜は、夜間及び睡眠障害による翌日
の熱中症リスクを高めます。小中学校の体験活動事業は、夏
を避け、春に集中してきていて、７・８月の宿泊利用者数は
減少傾向ですが、いまだ延べ人数で年間の２割強を占めてい
ます。次年度から冷房装置の設置が計画され、熱中症対策を
とれますが、夏季の施設有効利用から早期の空調完備対策が
必要と考えられます。

・指定管理２期目最終年度として青少年の健全育成に向けた
施設の適正管理を目指して取り組みました。特に、運営管理
については、施設の県側職員と毎月の所員会議で意見情報交
換を行うとともに、指定管理者の３構成団体の代表者を交え
た意見交換を実施し、連携を深めながら事業の展開及び利用
拡大等に努めました。
・受入及び企画事業については、ほぼ計画どおり実施できま
したが、施設利用状況については、少子化の影響を受けて
年々減少傾向の状況です。金峰本館は、隔年利用団体がある
ためか年によって増減を繰り返しています。本年は減少の年
のようでした。一方、分館はカヌー利用等が好評のため増加
することができました。
・地域とは、本館で組織化している地域ボランティア団体か
らの多大な支援活動により連携を図ることができました。
・施設の維持管理では、利用者の安全安心に配慮しながら年
間の保守点検計画に沿っての管理に努めました。老朽化に伴
い修繕を要する場合には、早急に対応するようにし、必要に
応じて従事者が自ら補修するように努めました。
・利用者及び従事者の衛生管理に留意し、熱中症やインフル
エンザへの予防対策に努めました。また、特異であった熊の
出没への対策として情報収集と巡回を強化し、利用者の安全
に配慮しました。
・広報活動では、公式ＬＩＮＥによる事業内容の案内やイン
スタグラムでの地域状況等の発信を継続強化し、利用促進を
展開しました。

①

指定期間

≪課題等の原因分析≫

・施設設備の老朽化により、大規模修繕が必要な箇所が増加
している。
・夏季の酷暑対策が必要となっている。

意見･要望等及
びその対応状況

・利用者アンケートを取りまとめ、毎月の所員会議に改善策
を含めて報告、その都度要望等に対応しました。利用者アン
ケートの満足度は、毎年高評価をいただいておりますが、感
想等を集約して利用傾向を確認のうえサービス向上に努めま
した。
・要望の多かった、食事関係に関しては、給食業務受託の専
門業者を交えて検討し、品質及びメニューの改善に努めまし
た。
・夜間の暑さへの要望には、アイス枕を整備し対応しまし
た。
・その他、研修支援に関する要望、危険、不快個所の指摘及
び施設設備等の使用に関することについては、担当部門で改
善策を検討し、できる限りの改善に努めました。

・今後も継続して利用者アンケート等を実施し、利用者の意見・要望を把握した上で、可能な限り施設運営や事業
実施に反映するなど利用者の満足度向上に努めていただく。
・酷暑対策については、エアコンの稼働状況等を勘案し、今後の対応を検討する。
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3 指定管理者制度活用の効果

① 評　価
≪評価の理由≫

A

・施設利用申込みや事前学習等について、
ホームページやSNSを活用し、サービス向上
に努めている。
・ボランティア組織と連携し、施設整備や
事業運営を行うことで、充実した施設利用
を実現している。
・利用者が安心安全に体験活動を行うこと
ができるよう、レベルに応じた事業運営を
行い、満足度向上に努めている。

② 評　価
≪評価の理由≫

A

・繁閑に応じた人員配置の調整等、経費の
節減に尽力しながら効率的な運営を行って
いる。
・積極的な光熱費の削減に努めている。
・草刈り等は、指定管理者自らが行うこと
で、限られた経費の中で適切な管理を行っ
ている。
・地域やボランティアの協力を得ることで
効果的な経費の削減につながっている。

③ 評　価
≪評価の理由≫

A

・地元行事への参加や、地元ボランティア
との連携を図ることで、地域の活性化に貢
献している。
・施設管理業務を地元業者へ発注すること
で、雇用の確保に貢献している。

【評価指標】
：仕様書等に定める水準を上回っている等、優れた対応がなされている。

：概ね適正に実施されている。

：部分的に改善等を要するところがあるが、既に対応済み又は対応見込みである。

：仕様書等に定める水準に達しておらず、大いに改善を行う必要がある。

注）検証項目については、施設の特性等に応じて適宜追加することができるものであること。

・県と指定管理者の連携・協力体制に基づいた安定的な管理運営が行われている。
・指定管理者のノウハウを活かし、施設の利便性向上や魅力的な事業実施がなされている。
・利用者のニーズを詳細に把握し、柔軟に対応することで、利用者の満足度向上に努めている。
・引き続き、工夫を凝らした施設運営を行い、利用者の満足度向上に努めていただきたい。

サービスの
向上

経費の節減

Ａ

・施設利用申込は、ホームページを活用し、メール配信で処
理できるように継続しています。
・ホームページに動画をアップして利用者が館内の利用方法
や活動内容を事前に学習できるようにしていることを継続強
化しました。また、引き続きインスタグラムでの画像配信や
自然体験活動の楽しさを見てもらって事業内容を理解してい
ただいています。
・ボランティア組織の活動を推進、連携し、屋外設備改修や
事業補助等による環境改善と事業支援により、安全に安心し
て施設利用をできるようにしています。
・利用者の要望に応じた事業を目指し、キャンプやカヌー等
の人気の高まりに対応した事業を企画して、経験の浅い参加
者でも安心・安全に体験できるように努めています。

Ｂ

その他(地域の
活性化、雇用の
確保等)

Ｃ

・本部で予算を一括管理調整し、経費削減に努めました。た
だし、今年度は予期しない修繕や多くの除雪を強いられ予算
を超えた負担を要しました。
・本館と季節開館の海浜との業務連携を目指した人員配置や
重複しない業務処理等、補完し合える体制づくりにより人件
費の節減に努めました。
・光熱水費の適正使用に努めました。特に電気料について
は、熱中症対策機器の導入により使用量は増えましたが、職
員相互が使用情報を共有して削減に努めました。
・最賃引上げや資材費等の値上がりにより、業務委託料は増
額傾向ですが、道路補修や草刈り等で従業員自らが行い、節
減するようにして全体の適正支出に努めました。
・地域及びボランティアとの連携においては、特に本館で取
り組んでおり、支援協力体制を得ていることで施設の環境整
備費用を節約しています。

・地元の催事、集会等には積極的に参加して連携を深め、地
域の一員として活性化に協力できるようにしています。
・当共同企業体の構成団体の一つである庄内体験活動協議会
の会長は、本館の近隣で保育事業を展開しており、従来から
地元との関係が深く、施設ボランティア組織の「金峰倶楽
部」と「どんぐ里笑好会」でも連携を得ており、活動を通し
て地域の活性化に一役を担っています。
・施設環境整備や夜間管理等の業務において非常勤従事者と
して施設近隣の居住者を登録雇用(施設担当登録7名)し、地
元に就労の機会を提供しています。
・地元業者とできる限り取引することにし、特に外注してい
る施設管理業務では、指定管理者の代表団体がすべて受託す
ることなく、地元の専門業者から参入してもらい、地域の安
定した雇用の確保に努めています

Ｄ

総合的な評価


